
～接種の流れ～ 

１　「西脇市乳幼児法定外予防接種助成券」は、出生の翌月末までに対象者の自宅へ郵

送します。 

２　接種を希望される方は、指定医療機関に接種する予防接種の種類を伝え、事前に

予約してください。 

３　指定医療機関に「西脇市乳幼児法定外予防接種助成券」、母子健康手帳、個人番号

カード等を提出して予防接種を受けてください。 

４　指定医療機関窓口で接種費用から助成額（2,000円）を引いた額をお支払いくだ

さい。 

※　指定医療機関以外で接種される場合又は助成券交付前に予防接種を受けた場合

は、全額自費でお支払いいただいた後に健幸都市推進課へ手続にお越しください。

後日、助成額をご指定の口座に振り込みます。 

事後手続に必要なもの   ・助成対象となる予防接種を受けたときの領収書 

・印鑑 　・振込先の銀行名や口座番号がわかるもの 

・西脇市乳幼児法定外予防接種助成券

インフルエンザ・おたふくかぜ・ 

不活化ポリオ（５回目）

 

 
　　　　　　　　 
 

　　　　 

 

西脇市では、保護者の経済的負担を軽減し、子どもを感染症から守るため、任意予防接種にか

かる費用の一部を助成しています。 

任意接種とは、ご本人及び保護者の方の希望により行うものです。効果や副反応について十分

理解したうえで、受けるかどうかを決めましょう。 

◆助成対象（次の全てに該当すること） 

・満６歳の誕生日の前日までに接種を受けること 

・接種日に西脇市に住所を有すること 

※標準的な接種目安であり、助成対象条件とは異なる場合があります。 

◆助成額：１回の予防接種につき、上限 2,000 円 

・上記の予防接種で使用できる 2,000 円の助成券を１人につき 10 枚交付します。 

なお、令和８年４月１日以前生まれの方は、３枚交付となります。 

・助成券は、１回の予防接種につき１枚使用してください。 

　◆接種場所：指定医療機関（裏面） 

 

 

　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 助成対象予防接種名 標準的な接種時期、回数（※）

 
季節性インフルエンザ

生後６か月以上は、２～４週間の間隔で 

（毎年度）２回接種
 

おたふくかぜ
１歳で１回、小学校就学前の１年間で１回

（計２回）
 不活化ポリオワクチン（５回目） ５歳以上７歳未満

令和 8 年度



【問合せ先】　西脇市健幸都市推進課　電話 22-3111

 

◆指定医療機関（事前予約が必要） 

○印のある医療機関で接種することができます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　【必要なもの】 　・母子健康手帳　・個人番号カード等（本人確認のため） 

　　・西脇市乳幼児法定外予防接種助成券 　 

　　※予診票は接種される医療機関でお受け取りください。 

 

　　◆病気やワクチンについて 

任意接種となりますので、接種するかどうかは医師とご相談ください。 

 

 

医療機関名 住所 電話番号

予防接種名

 季節性イン

フルエンザ

おたふく

かぜ

不活化

ポリオ

 上田医院 西脇市野村町 865-5 22-3040 ○ ○ 　

 大山記念病院 西脇市黒田庄町田高 313 28-3773 ○ ○ ○

 折戸整形外科医院 西脇市野村町 1795-423 23-8420 ○ ○ ○

 河原医院 西脇市上王子町 143-30 27-0300 ○ ○ 　

 クリニック和田 西脇市津万 315-3 22-0636 ○ ○ 　

 西脇志賀クリニック 西脇市西脇 951 アピカ西脇北棟 201 25-2200 ○ ○ ○

 西脇市立西脇病院 西脇市下戸田 652-1 22-0111 ○ ○ 　

 藤田小児科医院 西脇市和布町 167-31 22-8755 ○ ○ ○

 はまおか皮ふ科 西脇市野村町茜が丘 1-4 27-8180 ○

 村上クリニック 西脇市黒田庄町岡 354-1 28-3438 ○ ○ ○

 おひさまにこにこクリニック 多可郡多可町中区天田 43-1 30-0130 ○ ○ ○

 医療福祉センターのぎく 多可郡多可町中区牧野字国木谷 183-1 32-3246 ○ 　 　

 
ながお整形外科 多可町中区安坂 71-1 32-5100

〇 

４歳以上
　 　

 矢持医院 多可郡多可町中区安坂 40 32-0059 ○ 　 　

 どんな病気？

 
季節性 

インフルエンザ

１～４日の潜伏期の後に高熱が出て、だるさ、のどの痛み、頭痛などの症状がでます。

熱は４～５日続いて、その間に気管支炎や肺炎をはじめとする合併症を起こすことがあ

ります。まれに幼児は、インフルエンザ脳症などにかかります。

 

おたふくかぜ

せきやくしゃみで感染し、２～３週間の潜伏期の後に、耳下腺がはれてきます。発熱

をともなうこともあります。 

合併症で最も多いのは無菌性髄膜炎で、まれに難聴になることがあります。

 
急性灰白髄炎

（ポリオ）

　口から入ったポリオウイルスは、咽頭や小腸で増殖します。かぜ様の症状、発熱を認

め、頭痛や嘔吐などがあらわれます。一部の人に、血液を介して脳・脊髄に感染が広ま

り、手足の麻痺を起こすことがあります。


